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新建の東日本大震災についての
取り組み



＊第一次声明と救済募金

＊震災復興支援会議の立ち上げ

＊先遣隊の派遣（仙台市で被災地会員との合同会議）、

　報告会の開催（東京支部共催）

＊震災復興支援会議ホームページ、

　メーリングリストの立ち上げ

　　　http://www.fukkoushien-nuae.org/
＊調査支援登録の開始、サポートイン仙台の開設
　　　＜問い合わせ先＞住まいとまちづくりコープ（山下）

　　　　　　　　　　　　　　　メール：sumaimachi＠sumaimachi.net
　 　　　　　　　　　　　　　 TEL：03-5986-1630　FAX：03-5986-1629

＊震災復興支援会議（第１回会合）の開催

＊今後の活動について【別紙１】





東日本大震災による現地状況と、
石巻市十三浜地区での結による

復興の芽生え



朝日新聞より
2011年３月29日

被害の実態は、４パターン程度に
分けられる。

①砂浜型（名取市閖上、七ヶ浜など）
②漁村型
③原発型
④漁村＋都市型（石巻、気仙沼）

※宮城県建築住宅センター・三部氏
　による整理



仙台市、名取市の状況
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仙台市内



若林区荒浜地区（津波で全てなぎ倒された田園地帯）







被災した下水処理場





名取駅周辺



名取市閖上地区













仙台市太白区緑ヶ丘四丁目（地滑り被害）





建物も損傷



ブロック塀の崩壊



仙台市長町駅周辺（液状化被害）





仙台市中心部（地震による壁のひび割れ）



ＥＸＰ－Ｊカバーの落下



マンションの火災発生



外装材（パネル・ガラス）の破損



屋根瓦の落下



外壁材の破損



ブロック塀の崩壊



名取市館腰小学校の避難所



仙台市長町駅操車場跡地における仮設住宅建設（119戸）





石巻市北上町十三浜の状況



小指

熊谷産業

十三浜：北上川沿いに形成された620世帯程の地域



１ｍの地盤沈下で水位の上昇した北上川



茅葺き屋根で有名な熊谷産業のあった集落
（北上川をのぼった津波による被害）



住民の共同作業（がれき撤去）で復旧した道路



石巻市北上総合支所（１８名が亡くなった）



隣接する吉浜小学校（８名の生徒が亡くなった）



十三浜の集落は大きな被害を受けている



大室（船は沖に出たため被害を免れた）



相川港（津波にさらわれた防潮堤）



津波にさらわれた国道



沿岸に唯一残っていた漁師さんの木造住宅



漁師さんと奥さん

＊地震発生の10分後にご主人は船で沖へ出た。
＊奥さんは高台へ避難。海の底が見えたら三倍
　の高さの津波が来るという教えから、更に高台
　へ避難した。



十三浜小指地区（佐々木さんの自宅兼事務所）



十三浜小指地区（佐々木さんの自宅兼事務所）



佐々木さんの事務所片付けのお手伝い（屋根架け）



海抜２０ｍ以上だが津波
が登ってきた（奥が海）



事務所部分の様子



佐々木さんのいる避難所（北上子育て支援センター）



共同作業でひいた沢水



携帯電話基地局



仮設トイレ（お風呂は自衛隊の入浴サービスを利用）



炊事場（燃料は廃材）



昼食の準備



避難所内部



＊漁に出るにも、港の修理、道具の確保が必要。魚が捕れても売るところが
　ない。十三浜わかめもダメージを受けた。汚染物が流れているので、この
　辺りの魚は食べない方が良いという話も出ている。仕事の見通しがたたな
　いので、とりあえず自給自足するしかない。
→職の問題（土木作業に出始めている方もいる）

＊後回しにされることが一番心配である。国として面倒を見てほしい。ただし、
　行政支援を待っているだけでは動かない。自分達でやりたいことを示してい
　かないといけない。ここで生きていく設計図をたてたい。

＊これまでの集落より１０ｍ程高いところに、山を押して（拓いて）家を建てた
　いという希望はある（２０～３０人はいると思う）。自主的なアンケートをして、
　希望者がみんなで住める場所を探したい。行政もここまでは手が回り切ら
　ないだろうが、仮設住宅の用地も復興住宅も自分達でやるぐらいの覚悟は
　ある（大工も３０人くらいいる）。そのためにも国のしっかりした支援が欲しい。
→まずは応急仮設住宅が必要！その後の復興住宅の展望づくりも必要！！

■復旧・復興に向けての課題と意欲
　　（災害対策本部での懇談より）



昭和８年の津波による移転でできた集団地



＊水辺の掃除ボランティア隊ＳＥＡＶＥＲＳ（シーバース）十三浜
　 →仙台の海藤さんによるネットワークづくりをきっかけに、山形や東京の方

　　　が川の掃除から始めるボランティア活動を展開。佐々木さんの事務所の
　　　東半分を活動拠点として利用している。
＊婦人の友・小山さん
　→避難所のボランティアの他、５月号で現状を紹介。
＊「職人でつくる木の家ネット」
　→東京の会員の方による支援で、「木の家再生支援プロジェクトチーム」と
　　　して宮城県の応急仮設住宅供給の提案募集に応募できた。
＊民家再生協会
　→ノートＰＣやチェーンソー、高圧水洗浄機、発電機などの資材提供支援が
　　行われている。
　→会員である江戸川区職員の方もお見舞いの訪問を行ったとのこと。
＊東北大学・土屋先生など
　→避難所に太陽光発電装置の支援が行われている。別経路の支援にて
　　佐々木さんの事務所屋根にも設置できることになった。
＊聖路加大学・眞鍋先生
　→避難所の子どものケアで支援をされている。
＊新建築家技術者集団
　→５／２７か２８で神奈川支部の方が支援に行く。

■外部からの支援活動



各地の状況





東松島市へのコンテナバスユニット設置　
（福岡支部・福永さん、東京支部・丸谷さんらの取り組み）



河北日報　２０１１年５月２４日付







福島県いわき市での木造仮設住宅の建設　
（新建でも講演いただいた筑波大学安藤邦廣先生らの取り組み）







復旧・復興についての政策等の動き



＊内閣の東日本大震災復興構想会議、

　国会の東日本大震災復興特別委員会

＊岩手県東日本大震災津波復興委員会

＊宮城県震災復興会議

＊福島県復興ビジョン検討委員会

　（震災復興会議メンバーが委員をされている）

　＊市町村での検討

　（大船渡市、女川町では震災復興会議メンバーが委員

　　 をされている）



自分たちに何ができるか



＜活動イメージ＞

・それぞれの地域で学習会や相談会の開催

　参考資料：『災害対策マニュアル』（編集・発行 全国災対連）【別紙３】

・支援登録（すぐに行かれなくても）

・被災地へ足を運ぶ。調査と要請（相談会など）に応える。

　※新建も構成団体の一つで、世話人団体をしている全国災対連で紹介されて
　　　いる「救援活動災害補償保険（天災特約付き）」（全労連共済）をご利用くだ

　　　さい。

　　　　http://www.fukkoushien-nuae.org/被災地の復興支援/

・情報の発信（ホームページ等）

・支援金の協力


